
一　

は
じ
め
に

　

売
買
契
約
に
お
け
る
売
主
は
、
買
主
に
対
し
て
無
過
失
の
瑕
疵
担
保
責

任
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
売
買
契
約
当
時
に
は
売
主
も
知
り
よ

う
が
な
か
っ
た
有
害
物
質
に
よ
り
土
壌
汚
染
さ
れ
た
土
地
の
場
合
の
責
任

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
形
式
的
に
は
、
売
主
は
無
過
失
責
任
を
負
う
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
売
主
は
買
主
に
対
し
て
瑕

疵
担
保
責
任
を
負
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
売
買
契
約
か

ら
何
年
も
経
過
し
た
後
に
法
律
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
し
て
当
該
物
質
が
有

害
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
も
売
主
が
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
と
す
る
と
、

売
主
は
そ
の
後
の
変
動
リ
ス
ク
を
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

こ
ま
で
売
主
に
契
約
上
の
責
任
を
負
担
さ
せ
て
も
よ
い
か
ど
う
か
疑
問
が

起
こ
る
。

　

今
般
取
り
上
げ
る
最
判
平
成
二
二
年
六
月
一
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三

二
六
号
一
〇
六
頁
、
判
例
時
報
二
〇
八
三
号
七
七
頁
）
の
事
案
は
、
ふ
っ

素
で
土
壌
汚
染
さ
れ
た
土
地
を
買
っ
た
買
主
が
、
売
買
契
約
の
時
か
ら
一

〇
年
以
上
経
過
し
た
後
に
、
売
主
に
対
し
て
そ
の
責
任
を
追
及
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
当
該
売
買
が
締
結
さ
れ
た
時
点
で
は
、
ふ
っ
素
に
よ
る
土
壌

汚
染
は
問
題
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
法
律
が
制
定
さ
れ
、

ふ
っ
素
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
売
買
に
制
限
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

本
件
事
案
に
お
い
て
、
控
訴
審
判
決
は
売
主
の
責
任
を
認
め
た
が
、
他
方
、

第
一
審
判
決
と
最
高
裁
判
決
は
売
主
の
責
任
を
否
定
し
た
。
た
だ
し
、
第

一
審
判
決
と
最
高
裁
判
決
で
は
、
一
般
的
な
売
主
の
責
任
の
範
囲
が
異
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
件
事
案
で
は
、
汚
染
さ
れ
た
土
地
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
範
囲
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
判
例
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

二　

事
案
の
概
要

⑴　

当
事
者

ア　

Ｘ
は
、
公
共
用
地
又
は
公
用
地
等
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
等
を

土
壌
汚
染
と
瑕
疵
担
保
責
任

𠮷
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行
う
こ
と
に
よ
り
、
東
京
都
足
立
区
の
秩
序
あ
る
整
備
と
足
立
区
民

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
人
で
あ
る
。

イ　

Ｙ
は
、
上
場
会
社
Ａ
社
の
子
会
社
で
、
主
に
ふ
っ
素
機
能
商
品
の

製
作
販
売
を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。

⑵　

土
地
売
買
契
約
の
締
結

　

Ｘ
は
、
平
成
三
年
三
月
一
五
日
、
Ｙ
か
ら
、
本
件
土
地
を
、
代
金
約
二

三
億
四
、〇
〇
〇
万
円
で
買
受
け
た（
以
下「
本
件
売
買
契
約
」と
い
う
。）。

　

本
件
土
地
の
土
壌
に
は
、
本
件
売
買
契
約
締
結
当
時
か
ら
ふ
っ
素
が
含

ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
、
土
壌
に
含
ま
れ
る
ふ
っ
素
に
つ
い
て
は
、

法
令
に
基
づ
く
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、取
引
観
念
上
も
、

ふ
っ
素
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｘ
の
担
当
者
も
そ
の

よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
Ｘ
が
本
件
売
買
契
約
を
締
結
し
た
の
は
、
平
成
三
年
当
時
、
Ｘ

が
、
足
立
区
か
ら
、
東
京
都
が
進
め
て
い
た
東
京
都
荒
川
区
日
暮
里
と
東

京
都
足
立
区
舎
人
地
区
を
結
ぶ
日
暮
里
・
舎
人
線
（
仮
称
）
の
開
設
に
不

可
欠
な
用
地
の
被
買
収
者
に
対
し
て
提
供
す
る
代
替
地
の
取
得
を
要
請
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

⑶　

本
件
土
地
の
利
用
状
況

　

本
件
土
地
は
、
昭
和
五
九
年
四
月
一
日
ま
で
は
Ｂ
社
が
、
Ｂ
社
が
Ｙ
に

吸
収
合
併
さ
れ
た
同
日
以
降
は
Ｙ
が
、
主
に
工
業
用
ふ
っ
酸
を
製
造
す
る

た
め
の
工
場
用
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。

⑷　

土
壌
調
査

　

Ｘ
は
、
本
件
売
買
契
約
に
先
立
ち
、
本
件
土
地
の
土
壌
調
査
を
、
Ｃ
社

に
委
託
し
た
。

　

平
成
三
年
二
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
土
壌
調
査
の
結
果
、
本
件
売
買
契

約
締
結
時
こ
ろ
に
は
、
本
件
土
地
の
表
層
土
に
、
東
京
都
の
定
め
る
公
用

地
取
得
に
か
か
る
重
金
属
等
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
処
理
基
準
値
を
超
え
る

量
の
鉛
、
砒
素
及
び
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
含
有
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

⑸　

平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
、
環
境
基
本
法
一
六
条
一
項
に
基
づ
き
、

人
の
健
康
を
保
護
し
、
及
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
維
持
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
平
成
三
年
八
月
環
境
庁
告
示
第

四
六
号
（
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
）
の
改
正
に
よ
り
、

土
壌
に
含
ま
れ
る
ふ
っ
素
に
つ
い
て
の
環
境
基
準
が
新
た
に
告
示
さ
れ
た
。

　

平
成
一
五
年
二
月
一
五
日
、
土
壌
汚
染
対
策
法
及
び
土
壌
汚
染
対
策
法

施
行
令
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
二
条
一
項
は
、「
特
定
有
害
物
質
」
と
は
、

鉛
、
砒
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
そ
の
他
の
物
質
（
放
射
性
物
質
を
除

く
。）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
人
の
健
康

に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

を
い
う
旨
を
定
め
る
と
こ
ろ
、
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
は
、
同
令
一
条

二
一
号
に
お
い
て
、
同
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
特
定
有
害
物
質
と
定
め

ら
れ
、
上
記
特
定
有
害
物
質
に
つ
い
て
は
、
同
法
（
平
成
二
一
年
法
律
第

二
三
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
五
条
一
項
所
定
の
環
境
省
令
で
定
め
る

基
準
と
し
て
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
二
二
年
環
境
省
令
第

一
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
一
八
条
、
別
表
第
二
及
び
第
三
に
お
い
て
、

土
壌
に
水
を
加
え
た
場
合
に
溶
出
す
る
量
に
関
す
る
基
準
値
（
以
下
「
溶

出
量
基
準
値
」
と
い
う
。）
及
び
土
壌
に
含
ま
れ
る
量
に
関
す
る
基
準
値

（
以
下
「
含
有
量
基
準
値
」
と
い
う
。）
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
土
壌

汚
染
対
策
法
の
施
行
に
伴
い
、
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
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関
す
る
条
例
（
平
成
一
二
年
東
京
都
条
例
第
二
一
五
号
）
一
一
五
条
二
項

に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
都
民
の
健
康
と
安

全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
一
三
年
東
京
都
規

則
第
三
四
号
）
五
六
条
及
び
別
表
第
一
二
が
改
正
さ
れ
、
同
条
例
二
条
一

二
号
に
規
定
さ
れ
た
有
害
物
質
で
あ
る
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物
に
係
る

汚
染
土
壌
処
理
基
準
と
し
て
上
記
と
同
一
の
溶
出
量
基
準
値
及
び
含
有
量

基
準
値
が
定
め
ら
れ
た
。

⑹　

本
件
土
地
に
つ
き
、
上
記
条
例
一
一
七
条
二
項
に
基
づ
く
土
壌
の
汚

染
状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
平
成
一
七
年
一
一
月
二
日
こ
ろ
、
そ

の
土
壌
に
上
記
の
溶
出
量
基
準
値
及
び
含
有
量
基
準
値
の
い
ず
れ
を
も
超

え
る
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

⑺　

代
替
地
と
し
て
の
提
供

　

と
こ
ろ
で
、
東
京
都
足
立
区
は
、
平
成
一
四
年
四
月
、
日
暮
里
・
舎
人

線
（
仮
称
）
の
江
北
駅
（
仮
称
）
駅
前
広
場
予
定
地
を
、
甲
野
太
郎
か
ら

買
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
同
人
及
び
同
土
地
上
に
存
す
る
建
物

を
同
人
か
ら
賃
借
し
て
運
送
業
を
営
む
Ｄ
社
（
以
下
、
甲
野
太
郎
と
併
せ

て
「
甲
野
ら
」
と
い
う
。）
か
ら
、
代
替
地
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
。
Ｘ

は
、
東
京
都
足
立
区
の
要
請
に
よ
り
、
本
件
土
地
を
甲
野
ら
に
対
す
る
被

買
収
土
地
の
代
替
地
と
し
て
提
供
す
る
た
め
の
協
議
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
中
、
上
記
⑹
の
調
査
結
果
が
判

明
し
た
。

⑻　

そ
の
後
の
利
用
状
況

　

本
件
土
地
の
土
壌
汚
染
の
事
実
を
知
っ
た
甲
野
ら
は
、
平
成
一
八
年
七

月
五
日
、
本
件
土
地
を
被
買
収
土
地
の
代
替
地
と
し
て
受
領
す
る
こ
と
を

拒
否
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
本
件
土
地
を
、
地
域
住
民
の
福
祉
目
的
の
た
め
に
、

汚
染
さ
れ
た
土
壌
の
掘
削
除
去
及
び
封
じ
込
め
を
行
っ
た
後
で
、
公
園
用

地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

Ｘ
は
、
同
年
一
二
月
二
六
日
、
Ｆ
社
・
Ｇ
社
・
Ｈ
社
三
社
の
建
設
共
同

企
業
体
と
の
間
で
、
本
件
土
地
の
土
壌
汚
染
対
策
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
し
た
。

⑼　

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
、
Ｘ
が
、
Ｙ
か
ら
買
い
受
け
た
土
地
の
土
壌

が
有
害
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
後
施
行
さ
れ
た
東
京

都
条
例
の
規
制
に
従
い
、
汚
染
拡
散
防
止
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
こ
と
等
が
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
「
瑕
疵
」
に
当
た
る
と
主
張

し
て
、
Ｙ
に
対
し
、
同
条
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
、

同
措
置
に
要
す
る
費
用
等
合
計
約
四
億
六
、一
〇
〇
万
円
の
支
払
を
求
め

て
訴
訟
を
提
起
し
た
。

三　

第
一
審
判
決
の
概
要

　

第
一
審
で
あ
る
東
京
地
判
平
成
一
九
年
七
月
二
五
日
（
金
融
・
商
事
判

例
一
三
〇
五
号
五
〇
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し

た
。

　

す
な
わ
ち
、「
争
点
（
１
）（
本
件
都
条
例
に
よ
る
規
制
が
民
法
五
七
〇

条
に
い
う
「
瑕
疵
」
に
当
た
る
か
否
か
）
に
つ
い
て

⑴　

売
買
契
約
の
目
的
物
た
る
土
地
が
、
法
令
等
に
よ
り
利
用
上
の
制
限

を
受
け
る
こ
と
は
、
売
買
契
約
の
目
的
物
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
品
質
や

性
能
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
「
瑕
疵
」
に
当
た
り

得
る
。（
下
線
部
：
筆
者
。
以
下
同
じ
）
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し
か
し
な
が
ら
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
目
的
物
に
「
瑕
疵
」

が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

け
だ
し
、
同
条
の
瑕
疵
担
保
責
任
は
、
売
買
契
約
の
目
的
物
に
「
隠
れ

た
瑕
疵
」
が
存
在
す
る
場
合
に
、
買
主
を
保
護
す
べ
く
、
売
主
に
責
任
を

負
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
契
約
締
結
後
に
目
的
物
に
「
瑕
疵
」
が
生

じ
た
場
合
に
ま
で
、
買
主
を
保
護
し
て
売
主
に
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
根

拠
を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
け
れ
ば
、
売
買
契
約
締
結
後
に
生
じ
得

る
瑕
疵
に
つ
い
て
、
売
主
が
永
久
に
瑕
疵
担
保
責
任
を
潜
在
的
に
負
う
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
売
主
に
過
大
な
負
担
を
課
す
る
も
の
で
あ
り
、
か

え
っ
て
売
買
契
約
当
事
者
間
の
公
平
を
失
す
る
結
果
と
な
る
。

⑵　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｘ
は
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
買
主
が

欠
点
を
確
認
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
欠
点
が
買
主
に
と
っ
て
物
の
利
用
に

影
響
す
る
瑕
疵
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、「
隠
れ
た
瑕

疵
」
に
当
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
令
等
に
基
づ
く
制
限
は
、
売
買
契
約

締
結
時
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
旨
主
張
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、
法
令
等
に
よ
る
制
限
に
つ
い
て
瑕

疵
担
保
責
任
の
規
定
の
適
用
が
問
題
と
な
る
場
合
に
お
い
て
同
規
定
が
適

用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
法
令
等
に
よ
り
、

目
的
物
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
現
に
目
的
物
の
利
用
を
制
限
す
る
法
令
等

が
施
行
さ
れ
、
又
は
同
法
令
等
の
施
行
が
確
実
に
予
定
さ
れ
、
売
買
契
約

締
結
後
に
実
際
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

け
だ
し
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
、
目
的
物
の
利
用
を
制
限
す
る

法
令
等
の
施
行
が
確
実
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
売
主

に
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
わ
せ
る
と
す
れ
ば
、
売
主
に
過
大
な
負
担
を
課
す

る
も
の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
売
買
契
約
当
事
者
間
の
公
平
を
失
す
る
結
果

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

⑶　

本
件
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
に
、
Ｘ
は
、
土
壌
汚
染
の
事
実
を
「
瑕

疵
」
と
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
本
件
都
条
例
に
よ
る
規
制
を
「
瑕
疵
」

と
主
張
す
る
が
、
本
件
都
条
例
は
、
本
件
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
平
成

三
年
三
月
に
は
存
在
せ
ず
、
一
〇
年
以
上
経
過
し
た
平
成
一
三
年
一
〇
月

に
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、Ｘ
の
主
張
は
、売
買
契
約
締
結
時
に
存
在
し
な
い
瑕
疵
を「
瑕

疵
」
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
張
自
体
失
当
で
あ
る
。」

　

つ
ま
り
、
第
一
審
判
決
は
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
つ
き
、

法
令
等
に
よ
り
利
用
上
の
制
限
を
受
け
る
場
合
に
は
、
売
買
契
約
の
目
的

物
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
品
質
や
性
能
を
欠
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
民
法

五
七
〇
条
に
い
う
「
瑕
疵
」
に
当
た
り
得
る
。
し
か
し
、
瑕
疵
担
保
責
任

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
売
買
契
約
締
結

時
に
お
い
て
、
目
的
物
に
「
瑕
疵
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
「
瑕
疵
」

が
存
在
し
な
け
れ
ば
売
主
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た
。

　

こ
れ
を
不
服
と
す
る
Ｘ
が
控
訴
を
提
起
し
た
。

四　

控
訴
審
判
決
の
概
要

　

Ｘ
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
本
件
売
買
契
約
締
結
当
時
本
件
土
地
の
土
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壌
が
ふ
っ
素
で
汚
染
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
本
件
土
地
の
隠
れ
た
瑕
疵
で
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
こ
の
瑕
疵
が
上
記
東
京
都
条
例
の
制
定
、

施
行
に
よ
り
顕
現
化
さ
れ
た
旨
の
主
張
を
す
る
と
こ
ろ
（
つ
ま
り
、
第
一

審
で
は
、
そ
の
後
に
施
行
さ
れ
た
東
京
都
条
例
を
根
拠
に
瑕
疵
に
当
た
る

と
主
張
し
て
い
た
の
を
、
東
京
都
条
例
を
根
拠
に
し
な
い
で
も
瑕
疵
に
な

る
と
主
張
を
変
更
し
た
）、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
上
記
主
張
が
時
機
に
後
れ
た
攻
撃

防
御
方
法
に
当
た
る
と
し
、
民
事
訴
訟
法
一
五
七
条
に
基
づ
く
却
下
の
決

定
を
求
め
る
旨
の
申
立
て
を
し
た
。

　

Ｘ
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
、
請
求
額
を
約
一
二
億
三
、〇
〇
〇
万
円
に
拡

張
す
る
旨
の
「
請
求
の
趣
旨
増
額
の
申
立
」
と
題
す
る
書
面
を
提
出
し
た

が
、
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
同
書
面
を
陳
述
せ
ず
に
、
本
件
訴
え
の
う

ち
上
記
の
と
お
り
拡
張
し
た
請
求
に
係
る
部
分
を
取
り
下
げ
、
取
下
げ
後

の
Ｘ
の
本
件
請
求
が
請
求
額
約
一
二
億
三
、〇
〇
〇
万
円
の
一
部
請
求
で

あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
二
〇
年
九
月
二
五
日

（
金
融
・
商
事
判
例
一
三
〇
五
号
三
六
頁
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

第
一
審
を
変
更
し
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
三　

売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
含
ま
れ
て
い
た

物
質
が
当
時
の
取
引
観
念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
売
買
契
約
後
に
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
場
合
と
民
法
五

七
〇
条
に
い
う
隠
れ
た
瑕
疵

⑴　

居
住
そ
の
他
の
土
地
の
通
常
の
利
用
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締

結
さ
れ
る
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
人
の
生
命
、身
体
、

健
康
を
損
な
う
危
険
の
あ
る
有
害
物
質
が
上
記
の
危
険
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
上
記
売
買
契
約
の
目
的

に
照
ら
し
、売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
が
通
常
備
え
る
べ
き
品
質
、

性
能
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
売
買
契
約
の

目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
実
際
に
は
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
た

が
、
売
買
契
約
締
結
当
時
は
取
引
上
相
当
な
注
意
を
払
っ
て
も
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
売

買
契
約
締
結
当
時
か
ら
当
該
有
害
物
質
が
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損

な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
（
以
下
「〔
１
〕
の
場
合
」
と
い
う
。）
に
は
、
目
的
物
で

あ
る
土
地
に
お
け
る
上
記
有
害
物
質
の
存
在
は
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
隠

れ
た
瑕
疵
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
居
住
そ
の
他
の
土
地
の
通
常
の
利
用
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
含
ま
れ

て
い
た
物
質
が
当
時
の
取
引
観
念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
売
買
契
約
後
に
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に
認
識
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
当
該
物
質
が
人

の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超

え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
（
以
下
「〔
２
〕
の
場
合
」
と

い
う
。）
に
も
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
人
の
生
命
、

身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
の
あ
る
有
害
物
質
が
上
記
の
危
険
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
と
い
う
、
上
記
売
買

契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
が
通
常
備
え
る
べ
き
品
質
、
性
能
を
欠
く
と

い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
〔
１
〕
の
場
合
と
差
は
な
い
。
ま

た
、〔
２
〕
の
場
合
に
は
、
買
主
に
と
っ
て
は
、
売
買
契
約
締
結
当
時
取
引

上
相
当
な
注
意
を
払
っ
て
も
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
含
ま
れ
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て
い
た
物
質
が
有
害
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
〔
１
〕
の
場
合
と
差
は
な
い
。
さ

ら
に
、
売
買
契
約
締
結
当
時
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
含
ま

れ
て
い
る
物
質
の
有
害
性
が
社
会
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、

当
事
者
が
売
買
契
約
を
締
結
す
る
に
当
た
っ
て
前
提
と
な
る
事
実
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
、
ま
た
、
認
識
可
能
で
あ
っ
た
か
に
包
含
さ
れ

る
問
題
で
あ
っ
て
、
事
実
の
範
疇
に
包
含
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
上
記
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地

に
含
ま
れ
て
い
た
物
質
が
当
時
の
取
引
観
念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
売
買
契
約
後
に
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に
認
識
さ
れ

た
た
め
に
、
当
該
物
質
を
土
壌
を
汚
染
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
規
制
す

る
法
令
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
売
買
契
約
の
目
的
物

で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
当
該
物
質
が
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損
な
う

危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
と
き
（
以
下
「〔
３
〕
の
場
合
」
と
い
う
。）
に
も
当
て
は
ま
る
の
で

あ
り
、
売
買
契
約
締
結
当
時
土
壌
を
汚
染
す
る
も
の
と
し
て
当
該
物
質
を

規
制
し
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
定
め
る
法
令
の
規
定
が
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
売
買
契
約
締
結
当
時
は
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土

壌
中
に
当
該
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
上
記
売
買
契
約
は
適
法
で
あ
っ

た
と
し
て
、〔
３
〕
の
場
合
に
、
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
隠
れ
た
瑕
疵
が
存

在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
、で
き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

民
法
五
七
〇
条
に
基
づ
く
売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
は
、
売
買
契
約
の
当
事

者
間
の
公
平
と
取
引
の
信
用
を
保
護
す
る
た
め
に
特
に
法
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
買
主
が
売
主
に
過
失
そ
の
他
の
帰
責
事
由
が
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
売
買
契
約
の
当
事
者
双
方
が
予
期
し

な
か
っ
た
よ
う
な
売
買
の
目
的
物
の
性
能
、
品
質
に
欠
け
る
点
が
あ
る
と

い
う
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
負
担
を
売
主
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
す

る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
民
法
五
七
〇
条
の
適
用

上
、〔
１
〕
の
場
合
と
〔
２
〕
の
場
合
及
び
〔
３
〕
の
場
合
と
で
区
別
す
る

こ
と
は
、
相
当
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
居
住
そ
の
他
の
土
地
の
通
常
の
利
用
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
人

の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
の
あ
る
有
害
物
質
が
上
記
の
危
険

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
取
引

観
念
上
は
そ
の
有
害
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
後
、
当
該
物
質
が
土
地
の
土
壌
に
上
記
の
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
る
こ

と
は
有
害
で
あ
る
こ
と
が
社
会
的
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
に
は
、

上
記
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
当
該
有
害
物
質
が
上
記

の
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
隠
れ

た
瑕
疵
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
場
合

に
お
い
て
、
土
壌
を
汚
染
す
る
も
の
と
し
て
当
該
物
質
を
規
制
し
、
汚
染

の
除
去
等
の
措
置
を
定
め
る
法
令
の
規
定
が
定
め
ら
れ
、
買
主
が
当
該
規

定
に
従
い
、
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
に
必
要
な
費
用
を
負
担
し
た
と
き
に

は
、
買
主
は
売
主
に
対
し
、
民
法
五
七
〇
条
に
基
づ
き
、
上
記
の
費
用
相

当
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。

　

Ｙ
は
、
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
隠
れ
た
瑕
疵
と
は
、
売
買
の
目
的
物
が

通
常
有
す
べ
き
性
能
、
品
質
を
欠
い
て
い
た
場
合
又
は
契
約
当
事
者
が
契

約
上
予
定
し
て
い
た
性
質
を
欠
い
て
い
た
場
合
を
い
い
、
瑕
疵
の
有
無
の

判
断
に
当
た
っ
て
は
、
売
買
契
約
締
結
当
時
の
知
見
、
法
令
等
を
基
礎
と
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し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
法
五
七
〇

条
に
基
づ
く
売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
は
、
上
記
の
と
お
り
、
売
主
に
過
失

そ
の
他
の
帰
責
事
由
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な

く
、
売
買
契
約
当
事
者
間
の
公
平
と
取
引
の
信
用
を
保
護
す
る
た
め
に
特

に
法
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
売
買
契
約
締
結
当
時
の
知
見
、
法
令

等
が
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
Ｙ
の
上
記
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑵　

前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
売
買
契
約
締
結
当
時
、
目
的
物
で

あ
る
本
件
土
地
の
土
壌
中
に
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
取
引

観
念
上
は
土
壌
中
に
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
有
害
で
あ
る
と
は

認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｘ
の
担
当
者
も
ふ
っ
素
が
有
害
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
本
件
売
買
契
約
締
結
後
、
平
成
一
三
年

三
月
二
八
日
、
環
境
基
本
法
一
六
条
に
基
づ
く
平
成
三
年
八
月
環
境
省
告

示
第
四
六
号
「
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
の
一
部
が
平

成
一
三
年
三
月
二
八
日
付
け
環
境
省
告
示
第
一
六
号
を
も
っ
て
改
正
さ

れ
、
別
表
の
項
目
に
ふ
っ
素
が
加
え
ら
れ
、
ふ
っ
素
の
環
境
上
の
条
件
は

「
検
液
一
Ｌ
に
つ
き
〇
・
八
㎎
以
下
で
あ
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
、
こ
れ

が
環
境
基
準
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
改
正
の
眼
目
は
、
こ
れ
を
ふ

っ
素
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ふ
っ
素
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
に
適
切
に
対
処
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
東
京
都
は
、
上
記
の
改
正
に
先
立
ち
、

平
成
一
二
年
一
二
月
二
二
日
、東
京
都
公
害
防
止
条
例
の
全
部
を
改
正
し
、

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
（
平
成
一
二
年
東

京
都
条
例
第
二
一
五
号
）
と
題
名
を
改
め
て
こ
の
条
例
を
公
布
し
、
平
成

一
三
年
四
月
一
日
本
件
都
条
例
を
施
行
し
た
こ
と
、
本
件
都
条
例
二
条
一

二
号
は
、「
有
害
物
質
」
の
意
義
に
つ
い
て
、「
人
の
健
康
に
障
害
を
及
ぼ

す
物
質
の
う
ち
水
質
又
は
土
壌
を
汚
染
す
る
原
因
と
な
る
物
質
で
、
別
表

第
四
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。」
と
定
義
し
、
別
表
第
四
に
は
、
鉛
、
砒

素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
ふ
っ
素
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
を
含
む
二
六
種
類
の
有
害
物

質
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
ふ
っ
素
が
加
え
ら
れ
た
の
は
平
成
一
五
年

二
月
一
五
日
で
あ
る
。）、平
成
一
四
年
五
月
二
九
日
土
壌
汚
染
対
策
法（
平

成
一
四
年
法
律
第
五
三
号
）
が
公
布
さ
れ
、
平
成
一
五
年
二
月
一
五
日
同

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
、
同
法
は
、
土
壌
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染

の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
土
壌
汚
染
対
策

の
実
施
を
図
り
、も
っ
て
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し（
同

法
一
条
）、
鉛
、
砒
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
そ
の
他
の
物
質
（
放
射
性

物
質
を
除
く
。）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て

人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
を
「
特
定
有
害
物
質
」
と
し
て
い
る
こ
と
（
同
法
二
条
一
項
）、

こ
れ
を
受
け
て
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
一
条
二
一
号
は
、「
ふ
っ
素
及

び
そ
の
化
合
物
」
を
、
土
壌
汚
染
対
策
法
二
条
一
項
の
政
令
で
定
め
る
物

質
と
し
て
い
る
こ
と
、
Ｘ
は
、
本
件
都
条
例
一
一
七
条
二
項
に
基
づ
き
、

東
京
都
知
事
に
対
し
、
本
件
土
地
の
土
壌
の
汚
染
状
況
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
す
る
た
め
、
Ｅ
社
と
の
間
で
、
平
成
一
七
年
九
月
二
七
日
付

け
で
新
田
一
丁
目
、
日
暮
里
・
舎
人
線
関
連
用
地
土
壌
汚
染
調
査
委
託
契

約
を
締
結
し
、
同
年
一
〇
月
四
日
付
け
で
上
記
原
契
約
の
変
更
契
約
及
び

追
加
委
託
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
、
Ｅ
社
は
、
上
記
各
契
約
に
基
づ
き
、

本
件
土
地
に
つ
い
て
土
壌
汚
染
調
査
を
実
施
し
、
Ｘ
に
対
し
、
同
年
一
一

月
二
日
付
け
「
新
田
一
丁
目
、
日
暮
里
・
舎
人
線
関
連
用
地
の
土
壌
汚
染

調
査
報
告
書
」
を
提
出
し
た
こ
と
、
上
記
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
試
料
を
採
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取
し
た
四
〇
地
点
の
す
べ
て
の
地
点
で
ふ
っ
素
が
検
出
さ
れ
、そ
の
量
は
、

四
〇
地
点
の
す
べ
て
の
地
点
で
溶
出
量
基
準
値
を
超
え
（
最
高
で
基
準
値

の
一
、二
〇
〇
倍
）、
三
九
地
点
で
含
有
量
基
準
値
を
超
え
（
最
高
で
基
準

値
の
二
三
倍
）、
ふ
っ
素
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
敷
地

境
界
を
囲
む
少
な
く
と
も
四
方
位
四
箇
所
に
最
初
の
帯
水
層
（
恒
常
的
に

地
下
水
が
存
在
す
る
宙
水
層
又
は
第
一
帯
水
層
）
の
底
部
ま
で
を
設
置
深

度
と
す
る
観
測
井
を
設
け
、
速
や
か
に
地
下
水
の
水
質
測
定
（
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
）
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
を
東
京
都
に
定
期
的
に
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
ふ
っ
素
等
の
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
土
壌
が
存
在
す

る
た
め
、
汚
染
の
除
去
等
の
拡
散
防
止
措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
、
本
件
土
地
に
つ
い
て

土
壌
汚
染
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
本
件
土
地
が
ふ
っ
素
に
よ
っ
て
人
の

生
命
、
身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え

て
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
、
以
上
の
事
実
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

上
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
売
買
契
約
当
時
、
そ
の
目
的
物
で
あ

る
本
件
土
地
の
土
壌
中
に
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
取
引
観

念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
売
買
契

約
後
の
平
成
一
三
年
三
月
二
八
日
に
ふ
っ
素
が
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に

認
識
さ
れ
た
た
め
に
、
当
該
物
質
を
土
壌
を
汚
染
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ

を
規
制
す
る
法
規
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
り
、
平
成
一
七
年
一
一
月
二
日
こ
ろ
、
本
件
売
買
契
約
の
目
的
物

で
あ
る
本
件
土
地
の
土
壌
中
に
ふ
っ
素
が
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損

な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
本
件
土
地
の
土
壌

中
に
上
記
の
と
お
り
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
民
法
五
七
〇
条

に
い
う
隠
れ
た
瑕
疵
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ

は
、
Ｙ
に
対
し
、
本
件
都
条
例
に
基
づ
き
、
汚
染
の
除
去
等
の
拡
散
防
止

措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
負
担
し
た
必
要
な
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　

つ
ま
り
、
控
訴
審
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
範
囲
を
大
幅
に
広
げ
て
、
つ

ぎ
の
三
つ
の
場
合
に
は
、
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
お
け
る
有
害
物
質
の
存

在
は
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
隠
れ
た
瑕
疵
に
当
た
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
と
し
た
。

〔
１
〕
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
実
際
に
は
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
売
買
契
約
締
結
当
時
は
取
引
上
相
当
な
注
意
を
払

っ
て
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る

土
地
の
土
壌
に
売
買
契
約
締
結
当
時
か
ら
当
該
有
害
物
質
が
人
の
生
命
、

身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

〔
２
〕
居
住
そ
の
他
の
土
地
の
通
常
の
利
用
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

締
結
さ
れ
た
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
含
ま
れ
て
い
た

物
質
が
当
時
の
取
引
観
念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
売
買
契
約
後
に
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に
認
識
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
当
該
物
質
が
人
の
生
命
、

身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
度
を
超
え
て
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き

〔
３
〕
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
に
含
ま
れ
て
い
た
物
質
が
当
時
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の
取
引
観
念
上
は
有
害
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
売
買
契
約

後
に
有
害
で
あ
る
と
社
会
的
に
認
識
さ
れ
た
た
め
に
、
当
該
物
質
を
土
壌

を
汚
染
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
規
制
す
る
法
令
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
売
買
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
土
地
の
土
壌
に
当
該
物

質
が
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
を
損
な
う
危
険
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限

度
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き

　

以
上
の
前
提
判
断
を
も
と
に
、
本
件
事
案
は
上
記
﹇
３
﹈
に
該
当
す
る

の
で
、
Ｙ
は
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
も
の
と
し
、
Ｙ
に
対
し
て
、
約
四
億

四
、八
九
三
万
円
お
よ
び
そ
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
命
じ
た
。

　

な
お
、
Ｙ
は
、
消
滅
時
効
の
抗
弁
も
し
て
い
た
が
、
控
訴
審
判
決
は
こ

れ
を
棄
却
し
た
。

五　

本
判
決
の
概
要

　

Ｙ
が
上
告
受
理
の
申
し
立
て
を
し
、
第
三
小
法
廷
は
、
こ
れ
を
受
理
し

た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
原
判
決
中
Ｙ
敗
訴
部
分
を
破
棄
し
、

Ｘ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
（
最
三
小
判
平
成
二
二
年
六
月
一
日
判
例
タ
イ
ム

ズ
一
三
二
六
号
一
〇
六
頁
、
判
例
時
報
二
〇
八
三
号
七
七
頁
）。

　

す
な
わ
ち
、「
売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
目
的
物
が
ど
の
よ
う
な

品
質
・
性
能
を
有
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
売
買

契
約
締
結
当
時
の
取
引
観
念
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、

前
記
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
売
買
契
約
締
結
当
時
、
取
引
観
念
上
、

ふ
っ
素
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｘ
の
担
当
者
も
そ
の

よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ふ
っ
素
が
、
そ
れ
が
土

壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
な
ど
の
有
害
物
質
と
し
て
、
法
令
に
基
づ
く
規
制
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
本
件
売
買
契
約
締
結
後
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
本
件
売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
本
件
土
地
が
備
え
る
べ
き

属
性
と
し
て
、
そ
の
土
壌
に
、
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
本

件
売
買
契
約
締
結
当
時
に
有
害
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
一
切
の
物
質
が

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
特
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
事
情
も

う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
売
買
契
約
締
結
当
時
の
取
引
観

念
上
、
そ
れ
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
人
の
健
康
に
係
る
被

害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ふ
っ
素
に
つ

い
て
、
本
件
売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
そ
れ
が
人
の
健
康
を
損

な
う
限
度
を
超
え
て
本
件
土
地
の
土
壌
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
土
地
の
土
壌
に
溶
出
量

基
準
値
及
び
含
有
量
基
準
値
の
い
ず
れ
を
も
超
え
る
ふ
っ
素
が
含
ま
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
民
法
五
七
〇
条
に
い
う
瑕
疵
に
は
当
た

ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。」

　

つ
ま
り
、
最
高
裁
は
、
ま
ず
、
①
売
買
契
約
締
結
当
時
、
取
引
観
念
上
、

有
害
物
質
と
し
て
当
事
者
が
認
識
し
て
い
れ
ば
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
、

②
ま
た
、
売
買
契
約
締
結
当
時
、
有
害
物
質
と
し
て
、
法
令
に
基
づ
く
規

制
の
対
象
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
場
合
も
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
、
③

さ
ら
に
、
売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
目
的
の
土
地
が
備
え
る
べ
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き
属
性
と
し
て
、
そ
の
土
壌
に
、
人
の
健
康
に
係
る
有
害
物
質
が
一
切
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
特
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
事
情
が
あ

れ
ば
、
こ
の
場
合
も
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
た
。

し
か
し
、
本
件
で
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
の
で
、
売
主
に
瑕

疵
担
保
責
任
を
負
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

　

こ
の
判
断
は
、
第
一
審
の
よ
う
に
、
単
純
に
売
買
契
約
締
結
当
時
の
法

令
上
の
規
制
の
有
無
で
断
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
控
訴
審
の

よ
う
に
、
そ
の
後
に
有
害
物
質
と
判
明
し
た
場
合
を
す
べ
て
売
主
の
責
任

と
す
る
も
の
で
も
な
い
。

六　

検　
　
　

討

⑴　

民
法
五
七
〇
条
の
「
瑕
疵
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
学
説

　

民
法
五
七
〇
条
の
「
瑕
疵
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
目
的
物
に
何
ら
か

の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
い
う
が
、
何
が
欠
陥
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

ア　

当
該
目
的
物
が
通
常
備
え
る
べ
き
品
質
・
性
能
が
基
準
に
な
る
ほ

か
、
契
約
の
趣
旨
に
よ
っ
て
も
決
ま
る
。
つ
ま
り
、
契
約
当
事
者
が

ど
の
よ
う
な
品
質
・
性
能
を
有
し
て
い
る
か
が
重
要
な
基
準
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
考
え
方
（
主
観
説
）
と
、

イ　

当
該
目
的
物
の
客
観
的
な
品
質
・
性
能
基
準
で
判
断
す
る
考
え
方

（
客
観
説
）

と
に
対
比
さ
れ
る
が
、
主
観
説
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑵　

民
法
五
七
〇
条
の
「
瑕
疵
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
判
例

　

判
例
は
、
大
判
昭
和
八
年
一
月
一
四
日
民
集
一
二
巻
二
号
七
一
頁
が
、

土
臼
の
売
買
契
約
に
当
た
り
、
当
該
土
臼
が
一
定
の
性
能
が
あ
る
こ
と
を

前
提
に
売
主
と
買
主
と
の
間
で
契
約
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、「
案
ス
ル
ニ

売
買
ノ
目
的
物
ニ
或
種
ノ
缺
陥
ア
リ
之
カ
為
其
ノ
価
額
ヲ
減
ス
ル
コ
ト
少

カ
ラ
ス
又
ハ
其
ノ
物
ノ
通
常
ノ
用
途
若
ハ
契
約
上
特
定
シ
タ
ル
用
途
ニ
適

セ
サ
ル
コ
ト
少
カ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
コ
レ
所
謂
目
的
物
ニ
瑕
疵
ノ
存
ス
ル
場

合
ナ
リ
」、「
此
ノ
瑕
疵
カ
常
人
ノ
当
然
発
見
ス
ル
ヲ
得
ル
性
質
ノ
モ
ノ
ニ

属
セ
ス
（
所
謂
隠
レ
タ
ル
瑕
疵
）
且
此
ノ
瑕
疵
ノ
前
記
時
期
ニ
存
ス
ヘ
キ

コ
ト
ヲ
売
買
締
結
ノ
際
買
主
ニ
於
テ
知
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
（
其
ノ
知
不
知
ヲ

問
ハ
ス
前
記
時
期
マ
テ
ニ
瑕
疵
カ
除
去
セ
ラ
ル
ル
ト
キ
ハ
問
題
無
シ
）
売

主
ハ
其
ノ
知
不
知
ニ
論
無
ク
所
謂
瑕
疵
担
保
ノ
責
ニ
任
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス

而
モ
瑕
疵
ナ
ル
モ
ノ
ハ
以
上
ノ
場
合
ニ
止
マ
ラ
ス
他
無
シ
夫
ノ
売
買
ノ
目

的
物
カ
或
性
能
ヲ
具
備
ス
ル
コ
ト
ヲ
売
主
ニ
於
テ
特
ニ
保
証
（
請
合
フ
ノ

意
）
シ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
之
ヲ
具
備
セ
サ
ル
場
合
則
チ
是
ナ
リ
蓋
斯
カ
ル
物

ハ
縦
令
一
般
ノ
標
準
ヨ
リ
ス
レ
ハ
完
璧
ナ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
偶
々
此
ノ
具
体
的

取
引
ヨ
リ
之
ヲ
観
ル
ト
キ
ハ
是
亦
一
ノ
缺
陥
ヲ
帯
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ

サ
レ
ハ
ナ
リ
夫
レ
瑕
疵
担
保
ノ
義
タ
ル
上
叙
ノ
如
シ
」
と
判
示
し
た
。
す

な
わ
ち
、
当
事
者
が
契
約
上
要
求
し
た
性
能
が
な
い
こ
と
も
「
瑕
疵
」
に

当
た
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
高
裁
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
明
示
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

最
一
小
判
昭
和
四
一
年
四
月
一
四
日
民
集
二
〇
巻
四
号
六
四
九
頁
は
、
永

住
す
る
居
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
、
そ
の
こ
と
を
表
示
し
て

土
地
を
買
い
受
け
た
事
案
で
あ
っ
た
が
、
原
審
は
、
当
該
土
地
の
約
八
割

が
東
京
都
市
計
画
街
路
補
助
第
五
四
号
の
境
域
内
に
存
す
る
た
め
瑕
疵
に

当
た
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
本
件
の
場
合
に
は
、

「
同
地
上
に
建
物
を
建
築
し
て
も
、
早
晩
そ
の
実
施
に
よ
り
建
物
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
た
め
、
契
約
の
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目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
土
地
に
瑕
疵
が

あ
る
も
の
と
し
た
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で
あ
」
る
と
判
示
し
た
。

　

ま
た
、最
三
小
判
昭
和
五
六
年
九
月
八
日
集
民
一
三
三
号
四
〇
一
頁
は
、

宅
地
造
成
を
目
的
と
す
る
土
地
の
売
買
に
つ
い
て
の
事
案
で
あ
っ
た
が
、

当
該
土
地
が
森
林
法
に
よ
る
保
安
林
の
指
定
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
原
審
が
売
主
に
瑕
疵
担
保
責
任
が
あ
る
と
判
示
し
た
こ
と
に
つ
き
、

最
高
裁
も
原
審
の
判
断
を
正
当
と
し
て
是
認
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
判
例
か
ら
見
る
と
、
判
例
も
契
約
の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し

て
瑕
疵
に
当
た
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

民
法
改
正
中
間
試
案
に
お
け
る
「
瑕
疵
」
の
意
義

　

平
成
二
五
年
三
月
に
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
が
公
表
し
た「
民
法（
債

権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
」
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
売
主
の
義

務
の
一
つ
と
し
て
、「
売
主
が
買
主
に
引
き
渡
す
べ
き
目
的
物
は
、
種
類
、

品
質
及
び
数
量
に
関
し
て
、
当
該
売
買
契
約
の
趣
旨
に
適
合
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。」（
同
試
案
第
三
五
、
三
⑵
）
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
て
、「
瑕
疵
」
の
定
義
を
「
引
き
渡
さ
れ

た
目
的
物
が
、
前
記
三
⑵
に
違
反
し
て
契
約
の
趣
旨
に
適
合
し
な
い
も
の

で
あ
る
と
き
」と
定
義
付
け
し
て
い
る（
同
試
案
第
三
五
、四
〜
六
参
照
）。

　

つ
ま
り
、
同
試
案
も
い
わ
ゆ
る
主
観
説
に
立
脚
し
た
定
義
付
け
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑷　

本
件
事
案
に
つ
い
て
の
検
討

　

最
高
裁
は
、
ま
ず
、
①
売
買
契
約
締
結
当
時
、
取
引
観
念
上
、
有
害
物

質
と
し
て
当
事
者
が
認
識
し
て
い
れ
ば
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
、②
ま
た
、

売
買
契
約
締
結
当
時
、
有
害
物
質
と
し
て
、
法
令
に
基
づ
く
規
制
の
対
象

に
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
場
合
も
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
、
③
さ
ら
に
、

売
買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
目
的
の
土
地
が
備
え
る
べ
き
属
性
と

し
て
、
そ
の
土
壌
に
、
人
の
健
康
に
係
る
有
害
物
質
が
一
切
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
が
、
特
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
事
情
が
あ
れ
ば
、
こ

の
場
合
も
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、

本
件
で
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
の
で
、
売
主
に
瑕
疵
担
保
責

任
を
負
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

　

第
一
審
は
、
売
買
契
約
時
と
い
う
客
観
的
基
準
で
判
断
し
て
い
る
が
、

最
高
裁
は
、
単
純
に
売
買
契
約
締
結
当
時
の
法
令
上
の
規
制
の
有
無
で
判

断
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
控
訴
審
は
、
売
買
契
約
の
後
で
あ
っ
て
も
、

有
害
物
質
と
認
定
さ
れ
た
と
い
う
客
観
的
基
準
で
判
断
し
て
い
る
が
、
最

高
裁
は
、
そ
の
後
に
有
害
物
質
と
判
明
し
た
場
合
を
す
べ
て
売
主
の
責
任

と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
第
一
審
及
び
控
訴
審
の
判
断
は
そ
の
意
味
で
、

と
も
に
、
上
記
⑴
に
い
う
客
観
説
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
最
高
裁
は
、「
瑕
疵
」
を
契
約
当
事
者
の
主
観
で
と
ら
え
る
べ
き

も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
従
前
の
判
例
と
同
様
の
見
解
を
示
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

七　

終
わ
り
に

　

本
件
最
高
裁
判
決
は
、
問
題
と
な
っ
た
事
案
そ
の
も
の
の
解
決
と
し
て

は
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
が
、
上
記
五
で
示
し
た
と
お

り
、
①
売
買
契
約
締
結
当
時
、
取
引
観
念
上
、
有
害
物
質
と
し
て
認
識
し

て
い
る
と
か
、
②
売
買
契
約
締
結
当
時
、
有
害
物
質
と
し
て
、
法
令
に
基

づ
く
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
③
そ
う
で
な
い
場
合
で
も
、
売

土壌汚染と瑕疵担保責任317
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買
契
約
の
当
事
者
間
に
お
い
て
、
目
的
の
土
地
が
備
え
る
べ
き
属
性
と
し

て
、
そ
の
土
壌
に
、
人
の
健
康
に
係
る
有
害
物
質
が
一
切
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
が
、
特
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
事
情
が
あ
れ
ば
、
当
該

物
件
の
売
主
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
の
取
引
の

指
標
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
判
例
と
言
え
よ
う
。
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